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第
十
一
回
定
期
総
会
及
び
協
会
企
画
ご
案
内

お

知

ら

せ

大
迫
力
の
立
山
風
景

撮
影
ツ
ア
ー
報
告

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
組
み
写
真
の
部

佐
藤

登

入
選
（
11
月
号
）

「
北
の
火
祭
り
」

第
１
４
回
Ｊ
Ｐ
Ａ
写
真
公
募
展

相
原

智
恵
子

入
選

「
惜
春
の
流
れ
」

平
成
２
８
年
宮
城
県
写
真
展

相
原

智
恵
子

審
査
員
特
別
賞

「
し
ま
っ
た
！
」

角
山

芳
晴

Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
長
賞

「
し
ぶ
き
氷
」

平
成
２
８
年
県
民
共
済
写
真
展

高
瀬

英
雄

気
仙
沼
市
長
賞

「
晴
れ
間
に
ほ
っ
こ
り
」

高
橋

睦
子

河
北
新
報
社
賞

「
見
え
る
見
え
る
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
石
巻
市

赤
池

光
博

宮
城
県
仙
台
市

趙

瑞

宮
城
県
仙
台
市

加
藤

末
太
郎

★
先
崎
康
人
会
員
写
真
展

「
光
の
丘
」
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

・
・
・
美
瑛
・
富
良
野
冬
景
）

会
場
・
ニ
コ
ン
プ
ラ
ザ
仙
台
内

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
・
平
成
29
年
2
月
15
日

（
木
）
～
28
日
（
火
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

休
館
日

日
曜
・
祝
日

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

Ａ
２
，
Ａ
３
ノ
ビ
28
点
展
示

紅
葉
の
最
盛
期
を
ね
ら
っ
た

10
月
5
日
か
ら
2
泊
3
日
の
立

山
撮
影
ツ
ア
ー
に
は
25
名
が
参

加
し
、
台
風
来
襲
の
報
道
の
な

か
一
抹
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら

の
出
発
で
し
た
。
磐
越
・
北
陸

道
で
は
空
模
様
も
良
好
、
立
山

Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
か
ら
雨
が
ち
ら

つ
い
て
く
る
。
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
を
登
る
に
つ
れ
、
ガ
ス
が
流

れ
周
囲
の
稜
線
も
浮
か
び
あ
が

り
、
山
あ
い
に
襞
の
目
立
つ
剱

岳
の
雄
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。

夕
日

ホ
テ
ル
立
山
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
後
、
カ
メ
ラ
を
手
に

周
囲
の
室
堂
平
へ
出
る
。
台
風

前
と
い
う
の
に
、
つ
か
の
間
の

太
陽
も
現
れ
山
肌
や
雲
を
染
め

て
い
る
。
日
が
落
ち
る
に
つ
れ

て
山
稜
は
シ
ェ
ル
エ
ッ
ト
に
な

り
、
や
が
て
遠
く
に
富
山
の

街
の
灯
り
が
見
え
て
く
る
。

強
風
の
中
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ぶ

れ
な
く
撮
れ
た
だ
ろ
う
か
？

夕
食
後
、
ホ
テ
ル
で
の
ス
ラ

イ
ド
・
ビ
デ
オ
上
映
会
で
は

立
山
の
自
然
風
景
の
お
話
を

1
時
間
近
く
伺
っ
た
。
外
は

台
風
接
近
で
大
荒
れ
、
星
空

撮
影
、
早
朝
撮
影
、
ご
来
光

バ
ス
な
ど
す
べ
て
中
止
と
な

る
。

室
堂
平
、
黒
部
平
ハ
イ
ラ

イ
ト

2
日
目
、
天
候
の
回

復
を
見
は
か
ら
っ
て
、
多
く

の
方
は
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

を
、
大
観
峰
、
黒
部
平
方
面

に
向
か
う
。
流
れ
る
ガ
ス
と

紅
葉
や
眼
下
の
黒
部
湖
に
カ

メ
ラ
を
向
け
る
。

一
方
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か

け
て
室
堂
平
を
周
っ
て
い
る

と
、
戯
れ
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
群
れ
に
出
会
う
。
さ
ら

に
急
坂
を
く
だ
り
玉
殿
岩
屋

に
お
参
り
す
る
。
室
堂
山
に

行
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
通
り

ま
で
歩
い
た
健
脚
の
方
も
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
何
を
見
つ

け
、
ど
ん
な
写
真
を
撮
っ
て

き
た
か
楽
し
み
で
あ
る
。

皆
さ
ん
上
を
な
が
め
て
、

遠
藤
さ
ん
持
参
の
ド
ロ
ー
ン

で
集
合
写
真
を
撮
り
室
堂
を

後
に
し
た
。

弥
陀
ヶ
原

標
高
２
０
０
０

ｍ
近
い
弥
陀
ヶ
原
は
ダ
ケ
カ
ン

バ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
は
既
に
葉
を

落
と
し
て
い
た
。
草
紅
葉
の
中

の
木
道
に
沿
っ
て
点
在
す
る
池

塘
を
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
な
が
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。
夕
暮
れ

が
近
づ
く
に
つ
れ
山
麓
に
は
ガ

ス
が
漂
う
。

昨
夜
は
お
あ
ず
け
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
星
空
の
撮
影
に
は
、
深

夜
、
朝
方
と
、
各
自
挑
ん
で
い

る
。
車
内
で
の
竹
内
先
生
の
手

ほ
ど
き
は
如
何
ほ
ど
活
か
さ
れ

た
だ
ろ
う
か
？

早
朝
、
弥
陀
ヶ
原
を
歩
い
て
み

る
と
、
木
道
や
足
元
の
草
葉
に

も
霜
が
降
り
、
池
塘
に
は
つ
か

の
間
の
薄
氷
の
輝
き
が
あ
る
。

冬
の
訪
れ
も
近
い
。

称
名
滝

落
差
３
５
０
ｍ
で

日
本
4
名
瀑
の
一
つ
と
も
言
わ

れ
る
こ
の
滝
、
片
道
30
分
の
坂

道
を
あ
え
ぎ
な
が
ら
た
ど
り
つ

く
。
水
し
ぶ
き
が
飛
び
、
大
き

す
ぎ
る
滝
に
、
圧
倒
さ
れ
つ
つ

夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
。

事
前
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
上
の

空
、
そ
し
て
反
省
の
溜
息
が
も

れ
そ
う
。

期
待
と
と
も
に
変
幻
極
ま
り
な

い
空
模
様
も
味
方
に
し
て
の
今

回
の
撮
影
ツ
ア
ー
、
無
事
帰
途

に
つ
き
皆
満
足
そ
う
で
し
た
。

（
秋
葉
健
一
）

第
２
回
デ
ジ
タ
ル
実
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

昨
年
に
続
い
て
第
２
回
目

デ
ジ
タ
ル
実
習
セ
ミ
ナ
ー
を

ニ
コ
ン
プ
ラ
ザ
仙
台
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
借

り
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
初

は
５
名
の
会
員
申
込
み
で
し

た
が
、
２
名
の
方
が
急
用
で

参
加
で
き
ず
、
３
名
の
会
員

と
会
計
幹
事
を
含
む
５
名
の

講
師
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
対
応

し
ま
し
た
。
講
師
は
11
時
に

集
合
し
会
場
設
営
、
昼
食
後

13
時
か
ら
開
校
。
参
加
会
員
に

最
初
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
頂

き
、
ど
の
様
な
こ
と
を
知
り
た

い
か
打
合
わ
せ
。
そ
の
内
容
に

従
っ
て
個
別
に
対
応
し
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や
使
用

ソ
フ
ト
、
カ
メ
ラ
も
個
々
に
違

い
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
込
ん
だ
参
加
者
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
内
容
に
合
わ
せ
指

導
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
画
像
の
送
信
方
法
や
ソ

フ
ト
で
の
画
像
の
取
り
扱
い
等

覚
え
て
頂
き
、
和
や
か
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
々
は

色
々
な
撮
影
地
ガ
イ
ド
を
出
版

さ
れ
て
ま
す
が
、
平
成
１
８
年

に
出
版
さ
れ
た
斎
藤
友
覧
先

生
の
撮
影
地
ガ
イ
ド
を
拝
見

し
、
こ
の
本
は
風
景
写
真
に

興
味
の
あ
る
方
に
参
考
に
な

る
ガ
イ
ド
本
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
同
誌
は
「
春
夏
編

Ⅰ
」
「
同

Ⅱ
」
「

秋
冬
編

Ⅰ
」
「
同
Ⅱ
」
の
４
冊
出
版

さ
れ
て
ま
す
。
１
０
年
前
の

出
版
な
の
で
撮
影
場
所
の
景

色
や
環
境
が
多
少
変
化
し
て

い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
街
と
は
違
い
ま
す
の

で
大
き
く
変
わ
っ
て
無
い
と

思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
地
数
は

「
春
夏
編
Ⅰ
・
Ⅱ
」
「
秋
冬

編
Ⅰ
・
Ⅱ
」
４
冊
合
計
で
３

９
２
ヵ
所
・
６
３
０
景
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な

の
は
掲
載
さ
れ
た
作
品
と
撮

影
地
の
地
図
は
他
の
ガ
イ
ド

と
同
じ
で
す
が
、
撮
影
ポ
イ

ン
ト
地
点
の
ワ
イ
ド
画
像
が

載
せ
ら
れ
て
、
車
で
出
掛
け

た
折
に
地
図
だ
け
で
は
解
り

に
く
い
ポ
イ
ン
ト
地
点
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

現
在
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

は
簡
単
に
ワ
イ
ド
画
像
撮
影

出
来
ま
す
が
、
当
時
は
フ
イ

ル
ム
カ
メ
ラ
だ
っ
た
為
、
ワ

イ
ド
画
像
に
す
る
た
め
に
は

数
枚
の
写
真
を
繋
げ
て
現
場

を
再
現
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
撮
影
地
の
ペ
ー

ジ
に
は
問
合
せ
場
所
と
し
て

各
地
の
町
役
場
産
業
課
、
観

光
案
内
所
や
観
光
協
会
等
の

電
話
番
号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
を
記
載
、
現
地

状

況
の
問
合

わ

せ
等
必
要

情

報
が
得
ら

れ

ま
す
。
掲

載

し
た
作
品

に

は
日
時
・

天

気
状
態
・

場

所
の
状
況

や

フ
レ
ー
ム

の

決
め
方
、

駐
車
場
と
ト
イ
レ
の
有
無
、

駐
車
場
か
ら
の
歩
行
時
間
等

詳
し
く
書
か
れ
て
ま
す
。
使

用
カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
、
絞
り

や
シ
ャ
ッ
タ
ー
時
間
、
フ
イ

ル
ム
の
種
類
、
Ｐ
Ｌ
、
三
脚

使
用
等
も
詳
し
く
掲
載
。
さ

ら
に
「
春
夏
編
Ⅰ
」
の
後
方

ペ
ー
ジ
に
は
「
斎
藤
友
覧
の

私
の
風
景
撮
影
」
が
掲
載
さ

れ
、
撮
影
に
行
く
時
の
情
報

の
集
め
方
と
整
理
、
活
用

法
。
撮
影
プ
ラ
ン
（
一
泊
２

日
と
長
期
の
ケ
ー
ス
）
な
ど

準
備
方
法
や
各
季
節
で
の
被

写
体
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
他

に
「
撮
影
現
場
拝
見･

･

標
準

的
な
一
日
の
撮
影
風
景･

･

」

と
し
て
、
８
月
11
日
（
曇
り

・
薄
日
）
に
宮
城
県
登
米
市

の
伊
豆
沼
、
七
ヶ
宿
の
滑
津

大
滝
～
12
日
（
雨
時
々
曇

り
）
北
塩
原
村
裏
磐
梯
高

原
、
猪
苗
代
町
町
営
牧
場
で

の
時
間
帯
別
の
撮
影
現
場
の

状
況
が
画
像
と
一
緒
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
撮
影

機
材
の
他
服
装
や
撮
影
車
両

も
記
載
さ
れ
て
い
て
参
考
に

な
り
ま
す
。
「
秋
冬
編
Ⅰ
」

に
は
季
節
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

の
他
に
秋
冬
の
撮
影
対
策
、

「
春
夏
編
Ⅱ
」
に
は
画
面
サ

イ
ズ
別
（
３
５
ｍ
ｍ
、
６
４

５
判
、
４
×
５
判
、
デ
ジ
タ

ル
一
眼
レ
フ
）
撮
影
ポ
イ
ン

ト
。
「
秋
冬
編
Ⅱ
」
に
は
風

景
に
は
光
が
大
切
、
Ｐ
Ｌ
フ

ィ
ル
タ
ー
の
効
か
せ
方
等
大

変
参
考
に
な
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
カ
メ
ラ
社
（
営
業
部
）

０
３
ー
３
６
３
９
ー
３
６
８
１

購
入
問
合
せ
先
電
話
番
号

室堂の夕焼け ドローンから集合写真

斎
藤
友
覧
先
生
の
詳
細
撮
影
地
ガ
イ
ド
ご
案
内

「
日
本
の
風
景
」
（
春
夏
編
・
秋
冬
編
・
各
Ⅰ
・
Ⅱ
）

今
年
も
残
す
期
日
は
１
ヶ
月

と
な
り
、
今
年
度
事
業
は
こ

の
会
報
発
行
と
総
会
開
催
に

向
け
た
役
員
・
幹
事
会
で
無

事
終
了
の
予
定
で
す
。
そ
こ

で
次
年
度
事
業
ご
紹
介
。

●

第
11
期
定
期
総
会
日
程

と
会
場
が
決
定
致
し
ま
し
た

の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

期
日
：
平
成
29
年
1
月
22
日

（
日
）
14
時
～
18
時
ま
で

会
場
：
戦
災
復
興
記
念
館
・

４
階
研
修
室

今
年
は
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ

ー
ル
仙
台
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
が
、
改
修

工
事
中
で
、
戦
災
復
興
記
念

館
に
会
場
変
更
し
て
ま
す
。

ま
た
、
開
始
時
間
も
予
約
の

関
係
で
1
時
間
遅
い
、
14
時

か
ら
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

総
会
前
の
ス
ラ
イ
ド
＆
ト

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
清
水
哲
朗

先
生
で
開
催
致
し
ま
す
。
清

水
先
生
は
協
会
企
画
の
北
上

復
興
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
ご
存

知
の
会
員
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
相
変
わ
ら
ず
モ
ン
ゴ
ル
に

出
か
け
て
写
真
集
も
沢
山
出
し

て
お
ら
れ
、
「
風
景
写
真
」
誌

等
の
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
員
も
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で

の
テ
ー
マ
は
「
写
真
の
組
み
方

と
タ
イ
ト
ル
の
つ
け
か
た
」
で

予
定
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
時
や
写
真
展
で
の
作
品

タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
に
大
変
役

立
つ
内
容
と
思
い
ま
す
。
是
非

積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
い
。

総
会
終
了
後
は
銀
座
ラ
イ
オ
ン

一
番
町
店
に
て
懇
親
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

●
絶
景

冠
雪
の
優
雅
な
富

士
山
撮
影
ツ
ア
ー
ご
案
内

同
行
講
師
：
竹
内

正
会
長
、

丸
山
慎
一
副
会
長

期
間
：
平
成
29
年
2
月
6
日

（
月
）
～
8
日
（
水
）

★
撮
影
ポ
イ
ン
ト
：

・
山
中
湖
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
富
士
と
朝
焼
け
の
富
士

・
富
士
山
が
最
も
美
し
い
忍
野

か
ら
の
冬
富
士

・
富
士
を
背
景
に
流
れ
る
星
景

・
ホ
テ
ル
に
居
な
が
ら
に
し
て

撮
影
で
き
る
田
貫
湖
の
夕
景

・
朝
焼
け
に
浮
か
ぶ
富
士
等

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
撮
影
は
久

し
振
り
で
す
。
お
天
気
運
の
良

い
会
員
さ
ん
は
是
非
ご
参
加
頂

き
、
確
実
に
晴
れ
さ
せ
、
ピ
カ

ピ
カ
と
輝
か
せ
て
下
さ
い
。

旅
行
代
金
：
５
５
，
０
０
０
円

募
集
人
員
：
40
名
（
最
小
催
行

人
数
30
名
）
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

宿
泊
：

1
日
目
・
山
中
湖
畔
ホ
テ
ル

清
渓
（
2
名
1
室
）

2
日
目
・
休
暇
村
富
士
（
3
名

～
5
名
1
室
）

・
集
合
場
所
：

泉
区
役
所
駐
車
場
・
7
時
10
分

仙
台
駅
東
口
・
8
時
00
分

申
し
込
み
先
：

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
：
０
２
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
１
１
‐
６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
２
３
‐
４
６
７
２

時
間

９
時
30
分
～
17
時
30
分

ニコンプラザ仙台ＣＳ内にて

（１）
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常
識
と
は･･･

「
一
般
の
社
会
人
が
共
通
に

も
つ
、
ま
た
も
つ
べ
き
普
通

の
知
識
・
意
見
や
判
断
力
の

総
合
的
集
積
で
、
社
会
人
と

し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
自
明
性
を
も
っ
て

い
る
。
一
般
の
人
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
意
見
の
総

体
で
も
あ
る
」
（
デ
ジ
タ
ル

百
科
事
典
よ
り
引
用
）

過
日
、
私
の
妻
よ
り
こ
ん

な
話
が
茶
飲
み
話
に
出
た
。

そ
れ
は
、
地
域
中
学
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
中

三
の
課
外
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
内
容
を
聞
い
て
「
へ
ぇ

ー
、
今
の
中
学
三
年
生
っ
て

そ
ん
な
こ
と
や
る
の
？
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

内
容
を
簡
単
に
言
う
と
、

生
活
の
経
済
観
念
を
学
習
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
専
門
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
や
不
動
産
業
者
、
車
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
、
旅
行
業
者
、

な
ど
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
待
機
し
て
、
与
え
ら
れ
た

条
件
（
年
収
、
家
族
構
成
、

職
種
）
を
も
と
に
、
将
来
の

生
活
設
計
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
条
件
は
す
べ
て
違
う
の

で
、
結
果
も
い
ろ
い
ろ
だ
そ

う
で
す
。
給
料
に
見
合
う
家

賃
ま
た
は
ロ
ー
ン
返
済
、
生

活
費
、
教
育
費
、
税
金
、
光

熱
費
、
貯
蓄
や
株
式
購
入
、

車
の
購
入
や
家
族
旅
行
な

ど
、
本
当
に
生
活
す
る
よ
う

な
計
算
を
電
卓
を
叩
い
て
積

み
上
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
そ

う
で
す
。
記
入
し
た
ら
計
算

担
当
の
係
官
に
も
っ
て
い

き
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
し
て
も

ら
う
と
「
Ｏ
Ｋ
」
か
「
や
り

直
し
」
の
判
定
が
出
る
。

「
や
り
直
し
」
は
、
ど
こ
が

ダ
メ
か
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

聞
く
そ
う
で
す
。
貯
金
を
減

額
す
る
と
か
、
車
を
小
さ
い

の
に
す
る
と
か
。
修
正
し
て

再
度
計
算
し
「
Ｏ
Ｋ
」
が
出

れ
ば
終
了
で
す
。

今
の
中
学
生
っ
て
こ
ん
な

こ
と
ま
で
や
っ
て
人
生
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
と

思
っ
た
ら
恐
ろ
し
く
な
り
ま

し
た
。
だ
っ
て
、
家
へ
帰
っ

て
き
て
、
収
入
や
、
税
金
、

光
熱
費
、
食
費
な
ど
聞
か
れ

る
訳
で
、
「
こ
れ
は
出
費
し

す
ぎ
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
ら･

･
･

顔
が
引
き
つ

る
こ
と
に
。
で
も
中
三
だ
っ

た
ら
こ
の
ぐ
ら
い
の
こ
と
は

家
族
と
し
て
オ
ー
プ
ン
に
し

た
ほ
う
が
良
い
の
か
な
。

「
お
父
さ
ん
、
こ
ん
な
に
お

小
遣
い
使
っ
て
い
る
の
？
」

と
か
言
わ
れ
た
ら･

･
･

（
こ

わ
い
ね
！
）
因
み
に
そ
の
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
夫

お
小
遣
い
」
と
い
う
項
目
が

無
い
そ
う
で
す
（
そ
れ
は
欠

陥
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
）

こ
の
課
外
授
業
で
出
来
の

早
い
遅
い
が
あ
る
そ
う
で

す
。
要
領
の
よ
い
子
は
常
識

的
な
数
字
設
定
で
無
難
に
こ

な
し
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら

せ
、
遅
い
子
は
数
字
と
に
ら

め
っ
こ
で
悪
戦
苦
闘
時
間
切

れ
み
た
い
な
。
常
識
的
な
数

字
は
解
り
や
す
い
が
、
そ
ん

な
に
上
手
く
生
活
で
き
る
の

か
な
？
と
考
え
ち
ゃ
い
ま

す
。写

真
撮
影
の
世
界
も
「
常

識
的
」
な
設
定
が
も
て
は
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か

の
基
本
以
外
は
常
識
外
の
発

想
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

「
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
か
「
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
い
う
言
葉
は
発
想
を

貧
困
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

規
定
の
枠
を
超
え
た
と
こ
ろ

に
新
し
い
表
現
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
お
小
遣
い
を
決
め

ら
れ
る
の
は
辛
い
け
ど
、
せ

め
て
発
想
だ
け
は
枠
を
決
め

な
い
で
、
自
由
奔
放
で
あ
り

た
い
と
思
う
私
で
し
た
。

（
二
〇
一
六
年
十
二
月

丸
山
慎
一
）

ス
ト
ロ
ボ
撮
影
の
楽
し
み
方

氏

家

芳

雄

【

後

編

】

編
集
後
記

１
面
は
立
山
の
撮
影
ツ
ア
ー

紀
行
を
秋
葉
副
会
長
に
書
い
て

頂
き
ま
し
た
。
斎
藤
友
覧
先
生

の
セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
に
な
り
、

代
わ
り
に
先
生
の
お
書
き
に
な

っ
た
詳
細
撮
影
地
ガ
イ
ド
を
案

内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
購
入

は
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
等
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
で
す
。

２
面
記
事
は
渡
邊
善
夫
さ

ん
、
上
杉
勝
子
さ
ん
、
に
執
筆

を
お
願
い
し
ま
し
て
、
快
く
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丸
山
副
会
長
、
氏
家
さ
ん
は

連
載
で
す
。
ご
寄
稿
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
季
報
は
皆
様
の
ご
寄
稿
で

作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

▼
冬
将
軍
の
季
節
が
く
る
と

早
起
き
に
な
り
ま
す
、
そ
れ

は
朝
日
の
撮
影
の
為
で
あ
り

ま
す
。

撮
影
前
日
は
、
天
気
予
報
の

チ
ェ
ツ
ク
、
日
の
出
時
間
の

チ
ェ
ツ
ク
、
撮
影
機
材
の
点

検
、
特
に
各
カ
メ
ラ
の
バ
ッ

テ
リ
ー
の
チ
ェ
ツ
ク
等
を
入

念
に
行
い
ま
す
。

▼
日
の
出
直
前
は
１
日
の
内

で
最
も
気
温
が
下
が
る
の

で
、
防
寒
対
策
を
万
全
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
下
着
・
上
着
・
手
袋

・
靴
下
・
靴
・
帽
子
等
は
全

て
防
寒
対
策
の
物
を
出
来
る

だ
け
身
に
着
け
る
よ
う
に
し

ま
す
。
機
材
は
勿
論
で
す

が
、
自
分
自
身
の
防
寒
対
策

に
投
資
を
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
日
の
出
の
時
間
、

位
置
が
毎
日
微
妙
に
ず
れ
ま

す
の
で
撮
影
場
所
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
予
習
と
目
覚

ま
し
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま

す
。

▼
当
日
は
早
め
に
出
発
し
三

脚
を
設
置
し
お
目
当
て
の
場

所
を
確
保
し
ま
す
。

当
日

の
状
況
に
応
じ
て
カ
メ
ラ
と

レ
ン
ズ
を
選
定
し
、
機
材
の

取
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

厳
寒
の
中
、
水
平
線
に
ほ

ん
の
り
と
オ
レ
ン
ジ
と
ピ
ン

ク
が
濃
く
な
り
、
空
全
体
が

薄
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
て
来
ま

す
、
い
よ
い
よ
日
の
出
の
瞬

間
で
す
。
最
初
は
板
カ
マ
ボ

コ
状
態
で
す
、
こ
の
時
の
太

陽
の
色
は
真
っ
赤
、
黄
色
、

ピ
ン
ク
、
薄
ピ
ン
ク
等
い
ろ

い
ろ
で
一
番
綺
麗
な
瞬
間
の

一
コ
マ
で
あ
り
ま
す
。

▼
最
初
は
板
カ
マ
ボ
コ
状
態

だ
っ
た
太
陽
は
ぐ
ん
ぐ
ん
高

度
を
上
げ
な
が
ら
、
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
・
Ω
太
陽
・
ダ
ル
マ

太
陽
に
と
変
化
し
て
い
き
ま

す
。

▼
こ
の
瞬
間
を
見
逃
さ
ず
夢

中
で
シ

ャ
ッ
タ

ー
を
切

り

ま

す
。

当
日
の

天
候
に

て
雲
に

隠
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ
り

ま
す
が
、
Ω
太
陽
が
撮
れ
な

く
て
も
海
鳥
、
漁
船
、
釣
り

人
、
島
々
等
を
太
陽
の
中
心

に
据
え
、
シ
ル
エ
ッ
ト
で
の

撮
影
も
幻
想
的
で
な
か
な
か

乙
な
も
の
で
す
。
是
非
ト
ラ

イ
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
の
出
直
後
の
太
陽
の

形
、
色
な
ど
太
陽
の
表
情
は

千
差
万
別
で
あ
り
毎
回
興
奮

を
覚
え
ま
す
。

日
の
出
は
奥
が
深
く
幻
想
的

で
も
あ
り
ま
す
。

▼
但
し
、
Ω
太
陽
が
撮
影
出

来
る
の
は
、
年
に
数
回
し
か

あ
り
ま
せ
ん
、
Ω
太
陽
を
撮

影
す
る
に
は
、
腕
よ
り
も
そ

の
日
の
太
陽
、
水
平
線
、
蜃

気
楼
、
雲
等
で
左
右
さ
れ
ま

す
。

▼
あ
き
ら
め
ず
に
何
回
も
通

う
こ
と
で
撮
影
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
も
多
く
な
り
、
天
気
予

報
を
確
認
し
つ
つ
撮
影
に
出

か
け
て
い
ま
す
。

▼
尚
、
撮
影
場
所
は
、
七
ヶ

浜
海
岸
、
塩
釜
海
岸
、
松
島

海
岸
、
東
松
島
海
岸
で
あ
り

ま
す
。

▼
是
非
ト
ラ
イ
し
て
見
て
下

さ
い
。

◆
な
ぜ
写
真
に
興
味
を
持
っ

た
の
か
自
分
に
問
い
か
け
た

時
、
カ
メ
ラ
と
の
出
会
い
は

花
で
し
た
。

花
を
写
す
人
と
書
い
て
、

カ
シ
ャ
ッ
ト
と
読
み
「
花
写

人
」
と
言
う
名
の
メ
ン
バ
ー

で
庭
の
花
達
を
最
高
に
美
し

く
咲
い
た
時
、
一
枚
の
写
真

に
残
し
て
あ
げ
た
い
と
言
う

思
い
か
ら
、
花
仲
間
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

◆
一
眼
レ
フ
で
写
せ
ば
い
い

写
真
が
撮
れ
る
だ
ろ
う
、
軽

い
気
持
ち
か
ら
写
せ
ば
撮
れ

る
甘
い
気
持
ち
に
、
未
だ
に

感
動
す
る
写
真
は
一
枚
も
な

い
の
で
す
。

◆
そ
れ
な
の
に
カ
メ
ラ
に
興

味
を
持
つ
自
分
が
い
る
事
も

事
実
、
た
ぶ
ん
カ
メ
ラ
を
構

え
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
、

私
が
こ
こ
だ
っ
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
す
ま
で
の
あ
の
瞬

間
、
時
間
に
し
て
何
秒
も
な

い
あ
の
瞬
間
が
心
地
良
い
、

無
心
に
な
る
自
分
が
心
地
良

い
。
そ
し
て
私
の
ド
ラ
マ
に

な
る
そ
の
空
間
が
た
ま
ら
な

く
面
白
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

◆
最
近
で
は
、
他
人
の
写
真

を
見
る
こ
と
で
、
ま
た
自
分

が
撮
る
こ
と
で
、
今
ま
で
何

と
な
く
見
過
ご
し
て
い
た
モ

ノ
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

り
、
気
に
し
な
か
っ
た
日
常

の
さ
さ
や
か
な
モ
ノ
・
コ
ト

に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◆
普
段
の
生
活
の
目
線
も
少

し
だ
け
変
わ
り
心
の
視
野
が

広
く
な
っ
た
よ
う
に
、
そ
し

て
「
い
い
な
」
っ
て
思
う
写

真
と
の
出
会
い
も
、
私
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
、
少
し
だ
け
成

長
さ
せ
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
う

の
で
す
。

◆
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、
気

象
異
常
な
の
で
し
ょ
う
か
？

激
し
く
狂
っ
た
よ
う
に
荒

れ
ま
く
る
自
然
に
怖
さ
、
命

の
危
機
す
ら
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
風
景

を
見
る
と
、
今
、
何
も
な
い

自
分
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

◆
「
写
真
っ
て
言
葉
に
勝

る
」
と
感
じ
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
、
た
っ
た
一
枚
の

写
真
が
私
の
心
に
ぐ
い
ぐ
い

と
迫
っ
て
く
る
そ
ん
な
時
、

私
も
年
齢
で
し
ょ
う
か
「
何

も
な
い
幸
せ
感
」
を
一
枚
の

写
真
と
し
て
撮
れ
た
な
ら

と
、
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◆
私
は
最
近
耳
に
し
た
言
葉

で
「
よ
く
死
ぬ
こ
と
は
、
よ

く
生
き
る
こ
と
」
（
千
葉
敦

子
）
そ
ん
な
言
葉
に
日
々
一

日
一
日
の
「
生
き
る
」
を
大

切
に
し
て
行
こ
う
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
写
真
と
出
会
う

事
に
よ
り
艶
や
か
な
感
性
を

磨
き
、
心
地
良
い
生
活
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
共
に
生
き

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§

朝

日

に

魅

せ

ら

れ

て

東

北

風

景

写

真

家

協

会

副

会

長

渡

邊

善

夫

写

真

の

魅

力

上

杉

勝

子

【
前
号
よ
り
続
き
】

▼
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
シ
ン
ク
ロ

（
Ｆ
Ｐ
発
光
＝
Ｆ
Ｐ
は
フ
ォ

ー
カ
ル
プ
レ
ー
ン
の
意
味
）

で
は
、
１/

３
２
０
秒
～
１

/

８
０
０
０
秒
の
高
速
シ
ャ

ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
利
用
が

で
き
る
の
で
、
絞
り
を
、
よ

り
開
放
側
に
セ
ッ
ト
し
て
被

写
界
深
度
を
浅
く
し
た
デ
ー

ラ
イ
ト
（
日
中
）
シ
ン
ク
ロ

撮
影
が
自
動
調
光
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

▼
そ
れ
に
よ
り
、
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
撮
影
な
ど
、
逆
光
を
補

正
し
な
が
ら
背
景
を
ぼ
か
し

て
人
物
を
際
立
た
せ
た
い
撮

影
や
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
の

縛
り
が
な
く
な
り
ま
す
の
で

飛
ん
で
い
る
虫
の
（
チ
ョ
ウ

・
ト
ン
ボ
等
）
翅
の
動
き
を

し
っ
か
り
と
と
ら
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
（
作
例
前
号

掲
載
）

▼
つ
ま
り
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

シ
ン
ク
ロ
（
Ｆ
Ｐ
発
光
）
を

使
う
と
「
絞
り
」
、
「
シ
ャ

ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
」
と
も
に

自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

晴
天
時
で
も
絞
り
を
開
け
て

ス
ト
ロ
ボ
撮
影
、
さ
ら
に
、

Ｔ
Ｔ
Ｌ
オ
ー
ト
で
の
撮
影
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
こ
の
方
法
で
す
と
結
構
簡

単
に
ス
ト
ロ
ボ
撮
影
が
行

え
、
私
は
こ
の
機
能
を
利
用

し
て
ス
ト
ロ
ボ
撮
影
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
Ｆ
Ｐ
発
光

を
利
用
す
る
に
は
、
そ
の
機

能
が
搭
載
さ
れ
た
ス
ト
ロ
ボ

と
そ
れ
を
制
御
で
き
る
カ
メ

ラ
が
必
要
で
す
。

▼
私
は
、
ス
ト
ロ
ボ
は
（
ニ

コ
ン
Ｓ
Ｂ-

９
０
０
）
カ
メ

ラ
は
（
Ｄ
８
０
０
Ｅ
）
を
使

用
し
て
お
り
、
設
定
方
法

は
、
カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
ー
ｅ

1
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
の
同

期
速
度
を
1/

３
２
０
秒

（
オ
ー
ト
Ｆ
Ｐ
）
に
設
定
、

あ
と
は
1/

３
２
０
秒
以
上

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
選
べ
ば
自

動
的
に
Ｆ
Ｐ
発
光
モ
ー
ド
に

な
る
。

則
マ
ニ
ュ
ア
ル
設
定
と
し
、

テ
ス
ト
撮
影
の
結
果
イ
メ
ー

ジ
通
り
に
い
か
な
い
場
合
に

は
、
第
一
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
で

調
整
、
次
に
絞
り
を
開
け

る
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
、
又
は
ス
ト
ロ
ボ

の
発
光
量
を
増
や
す
な
ど
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
見
て
く
だ
さ

い
。

以
上

▼
ス
ト
ロ
ボ
（
Ｓ
Ｂ-

９
０

０
）
の
調
光
モ
ー
ド
は
一
般

的
撮
影
に
は
ⅰ-

Ｔ
Ｔ
Ｌ
調
光

モ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
（
Ｂ

Ｌ
又
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
細

分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
ま
す
。

▼
カ
メ
ラ
の
露
出
設
定
は
原

こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
三
十
五
話

常

識

と

い

う

名

の

方

程

式


